


















The Statistical investigation of the Dielectric Break Vown. (Part 1I) 
on the Variation of the Dielectric Break Down Measurements for the Various 
Thickness of the Plate lnsulator. 
Kin-ichi SAITO 
Using the thin plate insulator， 1 investígate the influence of the diff<:ren田of thickness 
upon the dielectric break down. And 1 offer thc data in the . case， the characteristics of 
insulater varry gradually， as the ultravioletray deterioration. 
I 緒 言 (8) (10) (11) 
電気絶縁材料に紫外線照射な様な， 序々に而j も極く僅かづつの 効果を及ぼす様な処理をほどこし
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絶縁破壊値測 定 : 電源60�。 変圧器 100KV
10KV A両端絶縁。 電圧調整誘導電圧調整器。
電圧上昇度歯車付直流分巻電動機 で 1.5KV;seÇ
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に一定。 電圧測定一次側， 球間隙で補正。 直列抵抗， ヱレマ抵抗休i450 ，n C20ÓC)。 電極 球対球，
真録製， 直径12.5mm 堅型， 一端接地。 電極圧力 自重90g。 周回媒質， 変圧器油 絶縁耐力4 0




( 2-- 1)に示した試料中から無作意に取り出した20枚に就て厚さと 絶縁彼壊値との関係を求め
図-2-1 川町家
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X=1.�xi = 1.0 16 
予= fzya ニ28 . 3
士CXi -X)(Yi -y) r ニこと一一一百-_-一一一一一 = 十.59;:)X;:)y 
(2) 回帰直線を求めること
YのXへの回帰直線






















と置く事が出来て，W印は正規分布N (0， σ勺に従い互に独立で， 戸とW旬とは独立であると
仮定する。 ここでWiliをN (0， ポ〉に従うとしたが， 各厚さの階級i= 1 �3 に於て分散がすべ












μ i =m+g i �g i =o 
とおく?追って
Vi・ν= m十 gi十Wili















らば此の帰無仮説H o は棄却されるわけである。 今H o を棄却した場合或率(%) の過誤(之を第
1� 
ー糧 の 過誤とい う 〕 をお かす事に な る わけであ る 。 êすべて の測定値に厚き の 異ひが表 は れ る わ け
表-2ー2で は な い か ら 〉 此 の 第一種 の 過誤 を お か
す確率を α で 表 は し 之 を 有為水準又 は
危険率 と い う 。 此 の 論文 の 場合 「絶縁破
壊値が厚 さ の 微小 な 差によ っ て 異 る J と
い う 命題 を 認 め る と そ れはα% の 過誤 を
お か す 事 に な り ， 従 っ て αが小 さ い事 は
そ の厚 さ の 差 が破壊値 に よ く 表 は れ て い
る 事 を 示 し ， αが 大 き い事 は 反対 に 表 は
れ に く い 事 を 示 し て い る わ け で あ る 。 統
計学 に於 て はαの 値 は0 . 1 ， 1 ， 5 ，  10， 
20%と云 う 様 に 飛 び飛び の値で 示 さ れ て い る が ， 之 は品質管理で 製品 の 品質の 均一性 を 調査す る 場
合な ど， 製品 の 流 れ の 中 か ら 抽 出 さ れ る 任意標本に つ い て ， αが 1 %以下 な ら 合 格 5 % 以下な ら 不
合 格 と 云 う 様 に 用 い る た め で あ る 。 此 の 論文に 於 て は αで 厚 さ の 差 が破壊値 に 表 は れ る 程度 を 示す
も の と 考 え る の で連続 的 な 値 が ほ し い 。 そ こ で統計 数値 表 の 値か ら 曲 線 を 画 き 連続 的 な値 と し て α
を 求 め た 。 次に α を 求める方 法 は 第一報の 補遺に記述 し た F 宅主主F 用 し て 分散分析 を 行 う の で あ
る が こ こ で は紙数の関係 で総て 省略 し て 文献 を 示す こ と と す る 。 実際 の計算の みを次に示す。
表- 2 - 3 を 使 用 して
総平方和 SRG = �� Vi).lllーC = 8 . 95+8 . 12 + 10 . 87 -24 . = 25 . 54 
芹級(�) tl t1. :(， 
査す桂樹 ".'110'" o.'1'1ø /.Ofø;vλo;l.þ /.ø+0 -1・0宮O
帯唱�{l �.?Ij" '."IS" /.0チS
芸1Y-
21.9 :z.6.1 27-1 
21:3 コZ.70・0 2ゲ: 7 
26.0 ..2.�守・守 2'マ.勺
νιμ ユマ��ト M・7 21.3 よ=1..，3
μ:(-vs 27.7 2.J'.9 2'f.J> 
'l).l 
Till n 13 . 69. 12 . 96 . 37 . 21 級間平方和 SG= � --:::: ーc = 一一一十一一一十 一一一- 2 . 4 = 10. 37
i ni - 5 5 5 
要因 平方和
級内平方和 SR(G) = SRG-SG =25 . 54 - 10.37 = 15 . 17 
級間 SG 10 . 37 
自 由度f UJ/) = s/f 







級内 SR(G) 15 . 17 12 1 . 26 
総 SRG 25 . 54 
放 に此の湯合 有為水準 α = 5 % を も っ て 帰無仮設 Ho は棄却 さ れ る ので あ る 。 従 っ て 厚さの差が
30/1000m mあ る 場合 絶縁破壊値に その効果が表はれ る と 断定す る 場合 5 % の 過誤を お か す と い う の
で あ る 。
(2 - 4) 
確率模型 中 の母数 の推定 (lX3) 
(24) 式 Viν = m十回十Wか に 於 て 母数 m， gi， 及 び Wか の 分散σ' を 最尤法 で推定す る 。
尤度函数 L は 表- 2 - 3 の 記号を 用 い て
一 (Viν -m -gりII (n) 




Q=-��く Viv -m- gり11 = 玄};{( Viv -V勺+くすi-V.-gi)+くV.-m)ptν 'lll 
='i;U Viν -v，りll +};ni(Vì -V . -gめll +(n) (V . - mア
'lll 'l 
14 
=SR(G)+ヱni(\li-V. -gi)2+(n) (V. -m)' 
L を最大にす る に は Qを最小にす ればよいから






放に m， giの最尤解 を夫々in， gi と す る と
白 =V. 42=Vt -V.
^ 
(23) 式を用い て 戸=m 十gi =V. 十町- V . = Vi
^ ノ\
而も此 の m 及びgi は 不偏性 をも っ て い る 事が証明出来る。
^ ‘一:
次に σ Z の不{扇推定 量 σ2 は ー型�Lであ たえられる。(n) -A: 
又 (22) 式か ら
W印=Viν一戸=Viν -'1i
以上の事から表-2-3の実測値を用いて各母数を求めると
自='1. =27 . 4  ，ーーーー・・ーー w;.ν 
(26ì 
日写ν 事注ν Ww 
一一 }ー ノヘ ノ\
g�=VI -V. = -1 . 14 g2 = V2-V. = 0 .32 ga=丸一九 = 0.82
ーλ]þ -1.61 -D.I2 λ=Vi=26 .26 4L ニv; ニ27.72 A = ち = 28.22
今一 主主旦=1. 26一(n)-3
-0.96 -0.'12 -0.11. 
-0.26 0.11 - o.t1. 
t、t令 ()，9; 0.01 故にV1 v=m 十gl 十W 1 ν=μ1 十W 1 v= 26.26 +W1ν
L 1."千 1./1 V2ν = 27 . 72+W2v 
表- 2 - 4 Vav=28 . 22 十W a v
此 の 模様 を図示する と 図-2-2の様に な る 。
次に
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